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実施した．対象と方法：2011 年 6 月～ 2013 年 6 月の期間においてMMGもしくは乳房超音波
検査で悪性が否定できない病変を有する患者のうち，本研究参加を書面にて同意した 47 人 51
乳房が対象となった．通常のMMGおよび造影MMGを施行し， 通常のMMG診断はマンモ
グラフィガイドラインにより 5段階の基準に定められる category 3 以上を陽性と判定した。
造影MMGの検査方法は，健側前腕の静脈から 1.5 ml/kg の非イオン性造影剤を 3 ml/ 秒の速




造影MMGの乳癌の検出能についてMcNemar 検定を実施して比較し，p値 0.05 以下を有意
と判定した．結果：51 乳房中，悪性は 37 例，良性は 14 例であり，通常のMMGでは悪性病
変 37 例中 21 例で所見を認め，感度は 56.8％，特異度 50.0％，正診率は 54.9％であった．それ
に対し造影MMGでは悪性 37 例中 32 例に造影効果を認め，造影MMGによる乳癌診断の感
度は 86.5％，特異度は 78.6％，正診率は 84.3％であり，感度は，造影MMGにおいて有意に向
上した（p＜ 0.05）．また悪性症例 37 例中，16 例（43％）は悪性病変があるにもかかわらず通
常のMMGでは所見を認めず，異常なし，もしくは別の明らかな良性病変のみの所見と判定
されたが，造影MMGを追加したところ 16 例中 13 例（81％）で病変が造影され，感度の改
善に貢献した．特異度は 50％ vs 73.8％と向上しているが，良性病変が少なく，統計学的有意















































研 究 方 法
　1．対象













































　通常のMMGにおいて悪性病変 37 例中 21 例で
所見を認め，感度は 56.8％，特異度 50.0％，陽性適
中率 75.0％，陰性適中率 30.4％，正診率は 54.9％で
あった．
　2．造影MMGの診断結果（表 4）
　造影MMGでは悪性症例において，37 例中 32 例
（86％）に造影効果が認められた．造影されなかった
ものは 5例（14％）あり，これらの内訳は Invasive 
ductal carcinoma（IDC） 1 例，Noninvasive ductal 






22 ～ 77 歳
（平均 49.9 歳）
20 ～ 29 歳  1 例 腫瘤自覚 11 例（21.5％）
30 ～ 39 歳  8 例 乳頭血性分泌  1 例（2.0％）
40 ～ 49 歳 20 例 検診触診で腫瘤指摘  6 例（11.8％）
50 ～ 59 歳  8 例
検診MMGで要精査
12 例（23.5％）





高濃度  5 例（9.8％）
不均一高濃度 42 例（82.4％）
散在性  4 例（7.8％）




浸潤性乳管癌 22 例 【良性】14 例
（27.5％）
線維腺腫  2 例
非浸潤性乳管癌 12 例 乳腺症  4 例
浸潤性小葉癌  1 例 葉状腫瘍  1 例
粘液癌  1 例 乳腺囊胞  2 例
神経内分泌癌  1 例 乳管内乳頭腫  1 例
その他  4 例
鈴　木　諭　子・ほか
166





た．次に良性症例では，14 例中 11 例（79％）にお
いて造影効果を認めず，3例（21％）のみ描出され
た．この 3例の内訳は 2 cm 大の Fibroadenoma が
2 例，大きさ 10 cm を越える Phyllodes tumor が 1
例だった．以上より，悪性病変の診断基準を造影陽
性とすると，悪性病変に対する造影MMGの感度














た 16 例中 13 例（81％）で病変が造影されたため，








例を示す（図 2，3）．図 2は 52 歳の閉経後女性で，
乳癌検診の際に通常のMMGでは異常所見を認め
















陽性（category 3 以上） 7例（50％） 21 例（57％）
陰性（category 1 or 2） 7 例（50％） 16 例（43％）












造影なし  3 例（19％） 2例（10％） 5例
あり 13 例（81％） 19 例（90％） 32 例





造影なし 11 例（79％）  5 例（14％）
　　あり  3 例（21％） 32 例（86％）













悪性病変は 14 例（74％），良性病変は 5例（26％）
表 6　悪性症例における乳腺濃度と造影MMG
乳腺濃度 高濃度 不均一高濃度 散在性 脂肪性
造影なし 0例（0％）  5 例（17％） 0例（0％） 0例
あり 5例（100％） 25 例（83％） 2例（100％） 0例


















































たのに対し，造影MMG およびMRI はともに 50
例（96％）であり，MRI に劣らない結果であった6）．

















であり，そのうち 1 例はMRI でも所見を認めず，
もう 1例は病変が 0.5 cm 未満であり，新生血管の
増生が少なく造影されなかったと推測される．なお
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THE UTILITY OF CESM （CONTRAST-ENHANCED SPECTRAL MAMMOGRAPHY） 
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　Abstract 　　 To assess the diagnostic accuracy of contrast-enhanced spectral mammography 
（CESM） in dense breast tissue.  Forty-seven women with 51 suspect ﬁndings on conventional mammog-
raphy and/or ultrasound underwent CESM from June 2011 to June 2013.  After the intravenous adminis-
tration of nonionic contrast, the breast was compressed in the mediolateral oblique position and then the 
craniocaudal position and pairs of low- and high-energy images were acquired.  Positive enhancement 
was deﬁned as enhancement greater than that at the breast margins.  We compared the enhancement 
patterns with the histopathological ﬁndings.  There were 37 malignant and 14 benign lesions.  Enhance-
ment occurred in 32 （86％） malignancies and in 3 （21％） benign cases.  Sensitivity was 86.5％, speciﬁcity 
was 78.6％, and accuracy was 84.3％.  Of the 37 malignant lesions, 16 lesions were negative on conven-
tional mammography, 13 of which （81.2％） were visible on CESM.  Suspicious calciﬁcations were present 
in 19 patients, and CESM showed contrast enhancement in 12 （86％） of 14 malignant cases.  One of ﬁve 
benign lesions with calciﬁcations displayed abnormal enhancement.  CESM may be useful for detecting 
breast cancer in dense breasts and in breasts with suspicious calciﬁcations on mammography.
Key words :  breast cancer, CESM （Contrast-Enhanced Spectral Mammography）, dense breast
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